
背景と目的

ミ シ シ ッ ピ ア カ ミ ミ ガ メ Trachemys scripta

elegans（以下，アカミミガメ）は，北アメリカ原産の

ヌマガメ科の淡水性カメ類であり，1950年代後半

からペットとして日本に輸入され始めた（環境省，

2023）．後に飼育個体が野外に放たれるなどして

全国的に定着し，2019 年時点では，国内の野外

に生息するアカミミガメは約930万個体と推定され

ている（環境省，2021）．

アカミミガメは，悪い水質環境でも生息が可能で

あったり，雑食性であったりという生態的特性を

もっている（環境省，2021）．さらに，在来カメと比

較すると体サイズが大きく，成長が早く，また１度

の産卵数や１年間の産卵回数も多いことから，在

来カメと餌や日光浴場所の競合をしたり（環境省，

2023），河川に生息する生物を捕食したりと，河川

等の生態系に悪影響を及ぼすことが懸念されてい

る（亀崎，2015）．そのため，2023年６月１日から環

境省所管の特定外来生物による生態系等に係る

被害の防止に関する法律（以下，外来生物法）で，

アカミミガメはアメリカザリガニProcambarus clarkii

とともに条件付特定外来生物に指定され，野外へ

の放逐や販売が法律で禁止された．

山梨県内においてはニホンイシガメMauremys

japonica（以下，イシガメ），クサガメM. reevesii，

スッポン属 Pelodiscus sp.（ニホンスッポンP.

japonicusおよびチュウゴクスッポンP. sinensis,

以下，スッポン）の淡水性カメ類が分布することに

加えて，アカミミガメの分布も確認されており，在来

種への影響が懸念されている（山梨県，2018）．ア

カミミガメの条件付特定外来生物指定により，防除

などの対策が進められることが期待されるが，山梨

県内において淡水性カメ類の調査や，アカミミガメ

等を対象とした外来種の防除は積極的に行われて

いない（山梨県，2023）．また，2015年には，特定

外来生物に指定されているカミツキガメChelydra

serpentinaの捕獲が山梨県内で報告されているが，

その詳細な内容は明らかではない（山梨県，2021）．

そこで，カミツキガメの目撃情報があり（窪田，私

信），淡水性カメ類の生息状況が不明な甲府市内

の河川を対象に淡水性カメ類の分布状況や，外来

種の食性を明らかにすることを本研究の目的とした．

方法

対象種

山梨県内を含めた本州に生息する在来種として，

イシガメ，クサガメ，スッポン属を調査対象種とした．

近年の研究では，クサガメが江戸時代後期に朝鮮

半島や中国大陸から持ち込まれたため，外来種と

する説がある(Suzuki et al., 2011)．しかし，本種は

特定外来生物に指定されておらず，また生態系被

害防止外来種リストにも掲載されていないことから

（環境省，2015），本研究では在来種として扱った．

外来種は，アカミミガメおよびカミツキガメを調査対

象種とした．

捕獲方法

捕獲調査は，甲府市内を流れる２つの河川（図
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図１．調査河川地図．甲府市内の濁川，平等川に15か所

捕獲地点を設定した．③～④と⑫～⑬のエリアは，

捕獲調査に使用した車両を停車できない場所や，

罠の設置場所として望ましくない場所であったため，

罠の設置をしていない．

１）で行った．１つ目は，濁川と呼ばれる河川約

2.4kmの範囲の計８地点で各地点に１つずつ罠を

設置した．２つ目は，平等川と呼ばれる河川約

2.8kmの範囲の計７地点で各地点に１つずつ罠を

設置した．

捕獲には，もんどりカゴ（全長72×高さ40×幅

55cm, 網目12mm目）を使用し（図２），誘引用の

餌には，魚のあらや内臓部分，鳥レバーや煮干し

を使用した．捕獲後，外来種は胃内容物および糞

から食性調査を行うため，誘引用の餌は食べられ

ないように，鉄製の入れ物へ入れた後にもんどり

カゴに入れた．また，罠は流されないように近くの

植物や人工物へ係留し，カメが溺死しないように

罠の一部が水中から出るように注意して設置した．

捕獲調査の期間は，2023年４月１日から11月３

日までとし，６-７月は梅雨の時期と重なるため，調

査者の安全のため調査を行わなかった．また，罠

は正午から翌日の正午までを１日とカウントして各

地点で合計60日間設置し，種ごとの捕獲個体数を

記録した．

図２．カメの捕獲に使用したもんどりカゴ．一度入ったカメ

が出られず，なおかつ罠内のカメが呼吸できる構

造になっている．

測定項目

捕獲個体の計測は，ノギス（シンワ測定株式会

社 , 19913）と量り（エレコム株式会社 , HCS-

KSA01IV）を用いた．捕獲したその場で，種や性

別，背甲長，体重を記録した．性判別は，尾の長さ

や総排泄腔の位置，前肢の爪の長さなどから判

断した．また，アカミミガメとクサガメのオス個体は，

成長に伴い甲羅や体色が黒化する（以下，メラニ

ズム）ため，それらも性判別を行うための情報と

なった．性判別が困難な個体は性別不明とした．

スッポンは，量りに乗せ続けることが難しいため，

体重については計測をしなかった．計測後，アカミ

ミガメなどの外来種以外は放流した．

食性調査

外来種は捕獲後，環境省（2021）に従って速や

かに冷凍により殺処分し，胃内容物および消化管

内容物から，食性調査を行った．取り出した胃内

容物と消化管内容物を，顕微鏡を用いて植物質と

動 物 質 に 分 別 し た 後 ， そ れ ら を 真 空 状 態

（BACOENG, BA-1 & P0125）で24時間放置し，

その乾燥重量を計測（METTLER TOLEDO株式

会社, AB204-S），植物質と動物質の乾燥重量割

合を算出し，個体ごとに比較した．メスは卵の保有

についても記録した．



表１．各種の捕獲個体数（性別）．イシガメ及びカミツキガメは捕獲されなかった．

結果

種構成と各種の性比

60日間の調査で捕獲された淡水ガメは，合計58

個体で，このうちアカミミガメが25個体と最も多く全

体の43％を占めた．次いで，クサガメ21個体（全

捕獲個体の36％），スッポン12個体（21％）と続い

た．イシガメ，カミツキガメは捕獲されなかった（表

１）．

それぞれ，クサガメはオス13個体，メス８個体の

合計21個体，スッポンはオス4個体，メス８個体の

合計12個体．アカミミガメは，オス10個体，メス13

個体，性別不明２個体の合計25個体を捕獲した．

また ，アカミミガメのメス13個体のうち，卵を保有

していたのは６個体だった．

各種で性比を比較した結果，それぞれの種でオ

スとメスの個体数割合に有意差は認められなかっ

た（アカミミガメ：P＝0.67，クサガメ：P＝0.38，スッ

ポン：P＝0.39，二項検定）．また，クサガメとアカミ

ミガメのオスのメラニズム割合は，それぞれ100%

（全オス個体13）と50％（全オス個体10）であった．

性別のサイズ（種ごと）

クサガメの背甲長（平均値±標準偏差）は，オス

が150.5±10.8mm（N=13，範囲：127.1mm-

158.5mm），メスが183.3±11.8mm（N=8，範囲：

166.0mm-200.8mm）であった（図３）．また，体重

はオスが486.2±100.4g（N=13，範囲：361.5g-

773.0g），メスが923.3±178.9g（N=8，範囲：

680.0g-1184g）だった（図４）．クサガメのオスとメ

スの背甲長と体重を比較した結果，それぞれで有

意差が認められ（背甲長および体重：P<0.01，

Mann-Whitney U test），メスの方が大きいという

ことが示された．

アカミミガメの背甲長（平均値±標準偏差）は，

オスが172.8±24.5mm（N=10，範囲：131.0mm-

194.3mm ），メ スが 197.3±24.5mm （ N=13，範

囲：162.0mm-263.0mm）であった（図３）．また，

体 重 は オ ス が 780.7±278.9g （ N=10 ， 範 囲 ：

394.0g-1104g），メスが1300±536.6g（N=13，範

囲：657.0g-2748g）だった（図４）．アカミミガメの体

サイズについて，背甲長では雌雄間に有意差が

認 め ら れ な か っ た も の の （ P ＝ 0.11 ， Mann-

Whitney U test），体重では有意差があり（P<0.05，

Mann-Whitney U test），メスの方が大きいという

ことが示された．

また，スッポンの背甲長（平均値±標準偏差）は，

オスが192.5±45.7mm（N＝4，範囲：140.0mm-

240.0mm），メスが225.0±31.3mm（N＝8，範囲：

190.0mm-270.5mm）であり，雌雄間で有意差は

認められなかった（P＝0.27，Mann-Whitney U

test）（図５）．

食性調査

捕獲された全てのアカミミガメ（N＝25）において，

胃内容物および消化管内容物から，植物が確認

できた．動物質が確認されたのは10個体で，うち

甲殻類が最も多く，７個体でアメリカザリガニが確

認できた．その他の動物質としては，魚類（２個

体）や貝類（１個体），甲虫類（２個体）や多足類（１

個体），同定に至らなかった昆虫の幼虫（１個体）

アカミミガメスッポンクサガメ
河川

計不明メスオス計メスオス計メスオス

111553301147濁川

141859541046平等川

2521310128421813計
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なども確認できた．植物質および動物質の乾燥重

量割合について，92.6%（60.9～100.0％，中央値

92.5％）を植物質が占めており，動物質は7.4%

（0.0～39.1％，中央値7.6％）であった（図６）．植

物質（1.04～81.05ｇ）および動物質（0.00～10.33

ｇ）の乾燥重量を比較した結果，その重量には有

意差が認められ（P<0,01，Wilcoxon signed-rank

test），植物質を多く摂取している傾向が示された．

植物質および動物質に該当しなかったものとし

て，１個体からガラス片，４個体からプラスチックご

図４．体重分布（性別）．左：クサガメ．クサガメはメスのほうが体重の多い個体が多かった．左：アカミミガメ．アカミミガ

メは雌雄の体重に有意差が認められ，メスのほうが大きかった．

背甲長(mm) 背甲長(mm)

体重(g) 体重(g)

み，４個体から砂が検出された．また，砂を摂取し

ていた個体の中で，植物質（1.04g）の約10倍の重

量の砂（10.01g）を摂取している個体がおり，その

個体は左目から下顎までを欠損していた．

考察

山梨県ではこれまで数は少ないものの，甲斐市

（旧竜王町）などでイシガメが確認されているが，

甲府市街地では生息が確認されていない（窪田，

2006）．今回の調査でもイシガメは捕獲されず，目

図３．背甲長分布（性別）．左：クサガメ．クサガメはメスは大型個体に偏って捕獲されていた． 右：アカミミガメ．アカミミ

ガメは雌雄の背甲長に有意差は認められなかった．

クサガメ

オス N=13

クサガメ
クサガメ

メス N=8

クサガメ

オス N=13

クサガメ

メス N=8

アカミミガメ

オス N=10

アカミミガメ

メス N=13

アカミミガメ

オス N=10

アカミミガメ

メス N=13
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考えられた．クサガメはアカミミガメの次に

多く捕獲され，雌雄とも確認されたことから，

当調査地で安定して生息していると考えられ

る．しかしながら老齢個体の割合を示すオス

の黒化率が100％であり若いオスが捕獲されな

かったことから，個体群全体が高齢化してい

る可能性がある．スッポンについては個体識

別を施していないため正確にはわからないが，

計測値から２個体については再捕獲の可能性

が高いと考えられた．スッポンは近年千葉県

（小賀野・後藤，2021）や山梨県（武井・野

田，2024）で捕獲事例が増えてきている．本

種は食用目的で利用されることもあることか

ら，今後の動向にも注意を払う必要があろう．

アカミミガメにおける体重，クサガメにおけ

る背甲長および体重から，クサガメとアカミ

ミガメはメス個体の方が大きく，有意差が認

められた．このような性的二型があることは，

原産地である北アメリカや (Lovich and

Gibbons, 1990)，三重県（吉岡・木村，

2018），兵庫県（山本他，2013）などでも報

告され，本調査地でも同様な結果が得られた．

環境省（2021）によると，オスは孵化して

から２年〜５年，背甲長が100mm〜115mmほ

どで性成熟し，メスは孵化から５年以上，背

甲長が170mm〜215mmほどで性成熟するとい

う．これらを本調査地で捕獲されたアカミミ

ガメと比較すると，全てのオスの背甲長が

115mmを超えていた．また，メスでは13個体

中12個体の背甲長が170mmを超えていた．以

上から，本調査地にアカミミガメが侵入して

から，すでに５年以上は経過していると考え

られる．

本研究の結果から，甲府市内の河川に生息す

るアカミミガメは，動物質に比べて植物質を

多く摂取する傾向にあるということが示され

た．アカミミガメは成長に伴い，動物質のも

視観察もされなかった．武井・野田（2024）

は甲府市動物園内の池で捕獲調査をしたとこ

ろ，イシガメは確認されなかったと報告して

いる．甲府市内の当調査地でイシガメが目撃

すらされなかったことから，当該地域にはイ

シガメの健全な個体群が存在していない可能

性が高いと考えられる．日本のほかの水域

（例えば，野田・鎌田，2003；Taniguchi et al.,

2017; Nishibori et al., 2023）と同様，今回の調

査で最も多く捕獲されたのはアカミミガメで

あり，しかも抱卵しており産卵直前のメスが

46％と，今後さらに増加する可能性が高いと
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図６．アカミミガメの胃内容物および糞から出現した動物

質と植物質の割合．植物質を多く摂取していた．

図５．スッポンの背甲長分布．雌雄の背甲長に有意差は

認められなかった．

背甲長(mm

スッポン

スッポン

スッポン

オス N=4

スッポン

メス N=8

アカミミガメ
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のよりも植物質のものを多く摂取するようになるこ

とが知られている (Clark and Gibbons, 1969;

Hart, 1983)．本研究では，成体が多く捕獲された

ことから，植物質が多く確認されたものと考えられ

る．アカミミガメの植物食性については，近年農業

被害に関する研究が多数報告されており，ハス

（有馬他，2008）やレンコン（沢田，2012），イネへ

の食害（環境省，2021）など作物への被害が報告

されている．本研究では内容物の植物の同定は

行なっていないものの，アカミミガメの植物食性の

傾向が明らかになった本調査地においても，アカミ

ミガメによる植物食害が懸念される．

本研究では捕獲されたすべてのアカミミガメを河

川から取り除いたが，捕獲調査終了後の2023年

11月中旬に目視調査を行なった際，４個体のアカ

ミミガメを確認した（小田切・野田，未発表）．罠を

用いた短期間の捕獲では根絶は難しいため，当

該地域のアカミミガメを低密度管理するためには

引き続き捕獲作業が必要になると考えられた．ま

た，目撃情報の寄せられていたカミツキガメを今回

の調査では捕獲することができなかった．カミツキ

ガメは人への悪影響はもちろん，生態系への悪影

響が心配されるため，当該河川に生息しているカ

ミツキガメの捕獲を試みる必要があるだろう．
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